
第３回 栃木県シニアオープン空手道選手権大会 

              実 施 要 項 

 

１ 日   時   ２０２０年４月１９日（日） 午後１時３０分開始 

 

２ 場   所   県南体育館 剣道場 

           小山市外城３７１－１  ０２８５－２１－００２１ 

 

３ 主   催   栃木県空手道連盟 

 

４ 後   援   栃木県・栃木県教育委員会・栃木県体育協会・下野新聞社 

 

５ 協   賛   公益財団法人全日本空手道連盟 

           財団法人全日本空手道連盟関東地区協議会 

 

６ 種目・種別   

 

【男子 組手競技】 

 ３０歳～３４歳    有段の部 ／ 有級の部 

３５歳～３９歳    有段の部 ／ 有級の部 

４０歳～４４歳    有段の部 ／ 有級の部 

４５歳～４９歳    有段の部 ／ 有級の部 

５０歳以上      有段の部 ／ 有級の部 

           

【女子 組手競技】 

 ３０歳～３４歳    有段の部 ／ 有級の部 

３５歳～３９歳    有段の部 ／ 有級の部 

４０歳～４４歳    有段の部 ／ 有級の部 

４５歳～４９歳    有段の部 ／ 有級の部 

５０歳以上      有段の部 ／ 有級の部 

 

【男子 形競技】  

３０歳～３９歳    有段の部（指定形・自由形）／ 有級の部（基本形・指定形・自由形） 

４０歳～５０歳    有段の部（指定型・自由形）／ 有級の部（基本形・指定形・自由形） 

５０歳以上      有段の部（指定型・自由形）／ 有級の部（基本形・指定形・自由形） 

  

【女子 形競技】 

３０歳～３９歳    有段の部（指定形・自由形）／ 有級の部（基本形・指定形・自由形） 

４０歳～５０歳    有段の部（指定型・自由形）／ 有級の部（基本形・指定形・自由形） 

５０歳以上      有段の部（指定型・自由形）／ 有級の部（基本形・指定形・自由形） 

 

※参加人数の少ない種目が出た場合、年齢幅の変更や複数の部を統合して実施する。 



 

７ 競技方法  （１）（公）全日本空手道連盟・空手競技規定（組手競技、形競技）による。 

        （２）組手競技・形競技ともトーナメント方式とする。 

        （３）形競技 有段の部では指定型・自由形から演じる形を選択する。形競技 

有級の部では基本型・指定型・自由形の中から演じる形を選択する。 

        （４）選手は回戦ごとに同じ形を演じても良い。 

        （５）組手競技は１分 30 秒フルタイムとし、６ポイント差とする。 

        （６）組手競技・形競技ともに 3 位決定戦は行わない。 

                （７）組手競技では WKF 及び全空連指定の以下の安全具を装着すること。 

           ① ニューメンホー    ② 拳サポーター（赤・青） 

③ ボディプロテクター  ④ セーフティーカップ（男子のみ） 

⑤インステップガード・シンガード 

 

８ 出場資格  （１）栃木県空手道連盟の登録会員であること。 

        （２）競技が可能な健康体である事。 

 

９ 出場制限  （１）出場人員には制限を設けない。 

        （２）各種目間の重複出場はこれを認める。 

        （３）同日の午前中に開催される「栃木県マスターズ空手道競技会】との 

重複出場はこれを認めない。 

         

10 出場申込先 所定の出場申込書を３月 1２日(木)までに、出場費を振込の上、下記 

「大島 智史」あて郵送または E メールで申込みください。 

〒３２８－００３５ 栃木県 栃木市 旭町１９－１３ 

                    大島 智史 

E メール：oshima@miyashoku.com 

TEL ０９０-５４１１-９５１５ 

なお、申込期限後の申込及び出場選手の変更等については、その理由の如何 

を問わずこれを認めない。 

 

11 出場費    １人２０００円とする。（出場種目数は問わない） 

        振込先口座  栃木県空手道連盟マスターズ委員会 

     委員長 田﨑 俊哉 

      銀 行 足利銀行 戸祭支店 普通 

               店番号 ３５２ 口座番号 ５０５２０７２ 

 

1２ 表  彰  各種目上位入賞者への賞状を授与する。 

 

１３ その他   定められた競技方法によって、適正に実施された競技中の事故及び競技中以 

外の事故について、主催者はその責任を負わない。申し込み団体等で体協のス 

ポーツ安全保険に入ることを勧めます。 

 

 


